
議
第
八
号
議
案

群
馬
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

群
馬
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
会
議
開
催
の
特
例
）

第
十
二
条
の
二

委
員
長
は
、
重
大
な
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
の
措
置
の
観
点
か
ら
又
は
大
規
模

な
災
害
等
の
発
生
等
に
よ
り
委
員
会
の
招
集
場
所
へ
の
招
集
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
実
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
（
以
下
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
た
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
委
員
は
、
会
議
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
を
希
望
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
委
員
長
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
の
開
催
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
。

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
長
の
許
可
を
得
て
会
議
に
出
席
し
た
委
員
は
、
前
項
、
第
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
出
席
委
員
と
す
る
。

第
十
七
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
催
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
は
、

秘
密
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
等
）

２

議
長
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
に
つ
い
て
、
現
に
会
議
の
開
催
場
所
に
い
る
状
態
と

同
様
の
環
境
を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
た
め
、
議
事
の
公
開
の
要
請
へ
の
配
慮
、
委
員
等
の
本
人



確
認
、
自
由
な
意
思
表
明
の
確
保
等
に
向
け
た
環
境
整
備
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
知
事
に
対
し
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
。

提
案
理
由

重
大
な
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
の
措
置
の
観
点
か
ら
又
は
大
規
模
な
災
害
等
の
発
生
等
に
よ
り

委
員
会
の
招
集
場
所
へ
の
招
集
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
実
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
映
像
と
音
声

の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
活
用

し
た
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。


